
掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。費用の記載のないものは、原則、無料です。

新
築
・
建
て
替
え
等
を
し
た

と
き
は
住
所
付
定
の
手
続
き
を

　

家
を
新
築
、
建
て
替
え
を
し
た

場
合
は
、
建
物
に
住
居
番
号
（
○

番
○
号
）
を
付
定
し
ま
す
の
で
、

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
住
所

付
定
に
は
１
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま

す
。
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
は
、
名
称
の
届
け
出
も
必
要
に

な
り
ま
す
（
名
称
や
部
屋
番
号
を

変
更
し
た
場
合
も
同
様
で
す
）。

ま
た
、
増
改
築
を
し
た
方
も
、
出

入
口
な
ど
の
変
更
に
よ
っ
て
住
居

番
号
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
居
表
示
板
（
住
所
の

番
号
）
が
破
損
し
て
お
困
り
の
場

合
、
無
料
で
作
成
し
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

i
市
民
課
市
民
係
（
市
役
所
第
二

庁
舎
１
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
３

０
）市

道
・
遊
歩
道
の
除
草
・
剪
定

　

通
行
空
間
の
確
保
、
通
行
時
の

見
通
し
の
確
保
等
の
た
め
、
年
２

回
、
除
草
・
剪
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
通
行
に
支
障
の
あ
る

箇
所
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
私
有
地
か
ら
の
植
栽
の

越
境
が
無
い
よ
う
に
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
時
期
５
月
中
旬
〜
７
月
中

旬
、
９
月
中
旬
〜
１２
月
中
旬
（
状

況
に
よ
り
前
後
あ
り
）

i
道
路
管
理
課
道
路
管
理
係
（
☎

０４２

−

３８７

−

９
８
４
９
）

夜
間
納
税
窓
口
を
開
設

d
５
月
１２
日（
金
）、
１５
日（
月
）、

１６
日（
火
）い
ず
れ
も
午
後
８
時
ま

でb
納
税
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３

階
）
※
東
側
職
員
通
用
口
か
ら
入

り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

夜間入口詳細図u
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

市
・
都
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
法

人
市
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
※

事
情
に
よ
り
一
度
に
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

いi
納
税
課
納
税
係
（
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
２
３
）

国
民
健
康
保
険

−

職
場
の

健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

は
、
１４
日
以
内
に
喪
失
の
届
け
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

本
人
ま
た
は
世
帯
主
の
方
は
、

職
場
の
健
康
保
険
証
と
国
民
健
康

保
険
証
の
両
方
を
持
っ
て
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
休
日
窓
口
で
も
手
続
き

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
郵
送
で
も
届
け
出
が
で

き
ま
す
の
で
、
職
場
の
保
険
証
の

写
し
と
国
民
健
康
保
険
証
の
両
方

を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

i
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

（
〒
１８４

−

８
５
０
４
住
所
不
要
・

市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
３
３
）

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
傷
病
手
当
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
す
る
な
ど
し
た
国
民
健
康

保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
被
保
険
者
（
給
与
等
の
支
払

い
を
受
け
て
い
る
者
に
限
る
）
に

対
し
、
傷
病
手
当
金
を
支
給
し
て

き
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
令
和
５
年
５
月
８

日
か
ら
５
類
感
染
症
に
位
置
付
け

ら
れ
る
こ
と
か
ら
適
用
期
間
が
変

更
と
な
り
ま
す
。

■
適
用
期
間
令
和
２
年
１
月
１
日

〜
令
和
５
年
５
月
７
日
の
間
で
療

養
の
た
め
就
労
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
期
間
（
た
だ
し
、
入
院
が
継

続
す
る
場
合
等
は
最
長
１
年
６
か

月
ま
で
）

■
申
請
期
間
傷
病
手
当
金
の
支
給

申
請
を
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
日

か
ら
２
年
間

i
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
３
３
）、
東
京
都
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
お
問
合
せ

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０

−

０８６

−

５１９
）

男
女
平
等
に

男
女
平
等
に

配
慮
し
た
表
現
と

配
慮
し
た
表
現
と

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー

　

男
女
の
イ
メ
ー
ジ
を
固
定
化

し
た
表
現
、
対
等
で
な
い
表

現
、
外
見
な
ど
を
不
要
に
強
調

し
た
表
現
は
、
人
々
に
不
快
感

を
与
え
た
り
、
差
別
や
偏
見
の

助
長
、
固
定
的
な
考
え
方
の
押

し
つ
け
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

市
で
は
、「
男
女
共
同
参
画

の
視
点
か
ら
の
表
現
の
手
引
」

を
作
成
し
、
市
の
刊
行
物
で
適

切
な
言
葉
や
表
現
を
使
用
す
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

男
女
が
と
も
に
、
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
多
様
な
個
性
を
発
揮

し
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

国
内
研
修
事
業
の
参
加
者
に

国
内
研
修
事
業
の
参
加
者
に

費
用
の
一
部
を
補
助

費
用
の
一
部
を
補
助

■
対
象
と
な
る
会
議
等
都
お
よ

び
都
に
隣
接
す
る
地
域
で
開
催

さ
れ
る
会
議
で
あ
っ
て
、
講

演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
分
科
会

等
が
行
わ
れ
、
参
加
者
相
互
の

交
流
が
行
わ
れ
る
も
の

■
資
格
次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
方

▽
当
該
事
業
を
実
施
す
る
日
現

在
で
、
市
内
に
２
年
以
上
居
住

し
、
１８
歳
以
上
の
方

▽
男
女
平
等
お
よ
び
男
女
共
同

参
画
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
活

動
お
よ
び
市
行
事
に
積
極
的
に

参
加
で
き
る
方

e
▽
補
助
内
容
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
▽
希
望

す
る
方
は
、
事
前
に
連
絡
の
う

え
、
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
いご

覧
く
だ
さ
い

ご
覧
く
だ
さ
い

男
女
共
同
参
画
室

男
女
共
同
参
画
室

発
行
冊
子

発
行
冊
子

■
配
布
場
所
企
画
政
策
課
男
女

共
同
参
画
室
、
主
な
市
内
公
共

施
設

【�

第
３６
回
こ
が
ね
い
パ
レ
ッ
ト

記
録
集
】

　

昨
年
１１
月
に
開
催
さ
れ
た
、

男
女
共
同
参
画
推
進
イ
ベ
ン
ト

「
こ
が
ね
い
パ
レ
ッ
ト
」（
Ｉ

（
愛
）
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

−

自
分
も
相
手
も
尊
重
す

る
伝
え
方
）
の
内
容
を
記
録
集

と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

【
情
報
誌
「
か
た
ら
い
」】

　

市
民
編
集
委
員
と
協
働
で
企

画
・
執
筆
・
編
集
し
て
い
る
冊

子
で
す
。

配
偶
者・パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

配
偶
者・パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

暴
力
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
Ｄ
Ｖ
相
談
＋
（
プ
ラ
ス
）】

■
電
話
番
号
☎
０
１
２
０

−

２７９

−

８８９
（
２４
時
間
対
応
）

―
―
◇
共　
通
◇
―
―

i
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画

室
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
☎
０４２

−

３８７

−

９
８
５
３
）

み
ん
な
の

ひ
ろ
ば

男
女
平
等
社
会
を
め
ざ
し
て

　事業用大規模建築物等の所有者は、小金井
市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条
例第２０条および同施行規則第１０条、第１１条の
規定に基づき、毎年５月末日までに廃棄物管
理責任者選任（変更）届および廃棄物の減量
及び再利用に関する計画書兼実績報告書等を
提出していただく必要があります。詳しく
は、市ホームページをご覧ください。
　ごみの減量と資源化の促進を図るため、ご
協力をお願いします。
■提出方法提出書類（市ホームページからダ
ウンロードも可）を、郵送または直接、ごみ
対策課減量推進係（市役所第二庁舎４階☎
０４２−３８７−９８５４）へ

事業用大規模建築物等を
所有する方へ

　過去に保険料の全額または一部免除、学
生納付特例制度や猶予制度の承認を受けた
期間のある方は、１０年以内であれば保険料
をさかのぼって納めること（追納）ができ
ます。
　将来受け取る年金額を増額するために
も、追納制度をご利用ください。
　なお、学生納付特例等を受けた年度から

起算して、３年度目以降に追納する場合に
は、経過期間に応じて一定の加算額が上乗
せされます。（下表）
　納めることができるようになったとき
は、できるだけ早く追納することをお勧め
します。
i保険年金課国民年金係（☎０４２−３８７−
９８４４）

年　度 免除等承認当時
の保険料

免除の種類　追納額
全額免除

若年者納付猶予
学生納付特例

4分の3免除 半額免除 4分の1免除

平成25年度 15,040円 15,220円 11,420円 7,610円 3,810円
平成26年度 15,250円 15,370円 11,530円 7,680円 3,840円
平成27年度 15,590円 15,700円 11,770円 7,840円 3,930円
平成28年度 16,260円 16,360円 12,260円 8,180円 4,080円
平成29年度 16,490円 16,570円 12,430円 8,280円 4,140円
平成30年度 16,340円 16,410円 12,300円 8,200円 4,100円
令和元年度 16,410円 16,460円 12,350円 8,220円 4,110円
令和2年度 16,540円 16,570円 12,420円 8,290円 4,140円
令和3年度 16,610円 16,610円 12,460円 8,300円 4,150円
令和4年度 16,590円 16,590円 12,440円 8,290円 4,150円
※令和３年度・令和４年度は、加算額はありません

（月額）国民年金保険料追納額等（令和５年度）

追納制度をご存じですか国民年金

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分～午後５時です。（正午～午後１時除く） 市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 1 5・5・1 4


